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案　　　件　　　名 結果

賛否 （ ○……賛成　×……反対　－……賛否に加わっていない ）
公明党
議員団

日本共産
党議員団 岩出クラブ 郁青青

ク ラ ブ ネット岩出

田
畑
昭
二

玉
田
隆
紀

奥
田
富
代
子

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

上
野
耕
志

山
本
重
信

松
下　

元

三
栖
慎
太
郎

𠮷
本
勧
曜

井
神
慶
久

福
岡
進
二

田
中
宏
幸

尾
和
弘
一

専決処分の承認を求めることについて
（岩出市税条例等の一部改正） 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
議
長
の
た
め
、
賛
否
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
）

○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（岩出市都市計画税条例の一部改正） 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（岩出市地方活力向上地域における固定資産税の特
例措置に関する条例の一部改正）

承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（岩出市国民健康保険税条例の一部改正） 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（平成 29 年度岩出市一般会計補正予算第６号） 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（平成 29 年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算第４号） 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（平成 29 年度岩出市介護保険特別会計補正予算第５号） 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて
（平成 29 年度岩出市下水道事業特別会計補正予算第４号） 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市地域防災計画に定める大規模工場等の用途及
び規模の基準に関する条例の制定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30 年度岩出市一般会計補正予算（第１号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度岩出市下水道事業特別会計補正予算（第１号）可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度岩出市水道事業会計補正予算（第１号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市道路線の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
動産の取得について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岩出市民プール新築工事請負契約について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦について（西岡正光氏） 適 任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦について（藤原正章氏） 適 任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦について（村中隆子氏） 適 任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦について（松尾隆氏） 適 任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※案件名は正式議案名ではありません。

平成30年第2回定例会議決結果

◆ 表紙コメント ◆
学生にとって、1日が終わるのは早い。されど、その 1日はかけがえのない１日である。

その思いを、空を水平に描くのではなく、円にして時の流れを表現しました。

そんな空に、イチョウや紅葉、普段私たちが見慣れている岩出駅の看板などが吸い込まれて

いく構成にして、秋の夕暮れに溶け込む日常を描きました。

「いわで議会だより」では、表紙写真・イラストを募集しています。
・・・詳しくは 13 ページの募集要領をご覧ください。

いわで議会だより − 2−いわで議会だより



福  山  晴  美　議員 4頁

◎ 第 32回全国健康福祉祭和歌山大会の取り組み
について

◎ カローリング競技について

上  野  耕  志　議員 5頁

◎ 地震対策、対応について

◎ 紀泉台の湧水問題について

奥 田  富 代 子　議員 6頁

◎ 児童虐待について

◎ 発達障害児童支援について

◎ 認知症対策について

増  田  浩  二　議員 7頁

◎ 子ども議会について

◎ 交通安全対策について

市  來  利  恵　議員 8頁

◎ 学校・保育所における歯科検診について

◎ いきいきと健康に暮らせるまちづくり目指して

田  畑  昭  二　議員 9頁

◎ 岩出駅前通りの活性化について

◎ 地域包括ケアシステムについて

◎ 通学路の安全点検について

尾 和 弘 一　議員 10頁

◎ 公文書について

◎ 鳥獣駆除について

◎ 危機管理について

◎ 那賀病院の労働実態について

◎ 職場環境・格差について

◎ 教育環境の改善について

7名の議員が市政を問う

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。
＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一 般 質 問

◇一般質問項目の事前公表

　一般質問における質問者・項目については、事前に岩出市
議会ウェブサイトで公表していますので、ご覧ください。

一般質問の傍聴に
お越しください。

いわで議会だよりいわで議会だより− 3−



ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

和
歌
山
大
会

 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
競
技

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方
、

小
さ
い
お
子
さ
ん
、
年
齢
、

性
別
、
体
力
等
に
関
係
な
く

誰
も
が
一
緒
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
化
す
る
中
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
も
役

立
つ
の
で
は
と
考
え
る
。

質
　
問

①
県
内
の
状
況
と
岩
出
市
の

認
識
に
つ
い
て
。

②
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
県
の
協
会
は
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。

海
南
市
、
市
町
村
単
位
で

協
会
を
設
置
。

社
団
法
人
和
歌
山
県
体
育

協
会
が
「
元
気
ア
ッ
プ
！
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
教
室
」
を
実
施
。

橋
本
市
・
田
辺
市
は
ス
ポ

ー
ツ
教
室
と
し
て
開
催
。

新
宮
市
は
、
中
学
校
の
育

友
会
主
催
で
教
室
を
開
催
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
そ

の
時
々
に
流
行
し
た
高
齢
者

を
中
心
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
推
奨
し
て
き
た
。

②
健
康
づ
く
り
や
体
力
増
強

に
つ
な
が
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
は
、
種
目
の
多
様
化
に
よ

り
長
続
き
し
な
い
傾
向
も
見

ら
れ
る
。

今
後
、
調
査
研
究
を
進
め

県
内
の
状
況
、
地
域
の
動
向

を
見
な
が
ら
調
査
研
究
を
し

て
い
く
。

平
成
₃1
年
11
月
９
日
か
ら

12
日
に
か
け
、「
第
₃2
回
全

国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ

か
や
ま
２０１９
」
が
開
催
さ
れ
、

本
市
で
は
、
ペ
タ
ン
ク
競
技

が
開
催
さ
れ
る
。

質
　
問

①
全
国
健
康
福
祉
祭
︵
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
︶
に
つ
い
て
。

②
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組

み
は
。

③
ど
の
よ
う
な
運
営
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

④
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て

機
運
を
高
め
て
い
く
の
か
。

答
　
弁
　
市
　
長

全
国
の
高
齢
者
の
方
々
と

の
交
流
を
深
め
、
高
齢
者
が

い
つ
ま
で
も
健
康
で
社
会
参

加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
の
大
き
な

契
機
と
な
る
。

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
積
極
的
に
ＰＲ
を
行
う
。

元
気
な
高
齢
者
が
活
躍
す

る
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
、

長
寿
社
会
の
延
伸
の
機
運
を

高
め
る
大
会
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

答
　
弁
　
市
長
公
室
長

①
₆0
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中

心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

種
目
の
交
流
大
会
。

ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る

長
寿
社
会
の
形
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

②
市
長
公
室
内
に
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
」
を
設
置
。

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
、
福
祉

・
市
民
団
体
関
係
者
、
経
済

・
観
光
関
係
者
、
医
療
関
係

者
な
ど
₃₆
名
の
参
画
を
得
て
、

実
行
委
員
会
を
設
立
。

③
競
技
だ
け
で
は
な
く
、
岩

出
市
の
魅
力
発
信
の
場
と
し

て
の
活
用
も
検
討
。

本
年
11
月
10
日
、
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
を
根
来
若
も
の
広

場
で
開
催
予
定
。

④
「
あ
ふ
れ
る
情
熱　

は
じ

け
る
笑
顔
」
を
テ
ー
マ
に
、

市
広
報
・
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

福山　晴美 議員
（岩出クラブ）

いわで議会だより − 4−いわで議会だより



答
　
弁
　
事
業
部
長

平
成
2₉
年
６
月
湧
水
対
策

を
行
い
、
公
園
の
機
能
回
復

を
い
た
し
ま
し
た
。
週
１
度

職
員
に
よ
る
計
測
作
業
を
行

っ
て
お
り
、
湧
水
量
は
１
日

換
算
し
て
、
₃．₄
ト
ン
程
度
の

一
定
水
量
で
推
移
し
、
そ
の

量
は
安
定
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
恒
久
的
に

湧
水
の
排
水
を
行
う
と
と
も

に
、
引
き
続
き
計
測
作
業
を

行
い
、
数
量
に
つ
い
て
も
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

改
修
や
撤
去
が
必
要
な
箇
所

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
家
具
転
倒
防
止
金
具
等
取

付
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

２
月
の
岩
出
市
区
自
治
会
長

会
議
を
は
じ
め
、
市
広
報
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
、

ま
た
、
市
政
懇
談
会
に
お
い

て
も
ＰＲ
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

質
　
問

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

つ
い
て
は
、
岩
出
市
の
補
助

金
も
交
付
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
ど
れ
く
ら
い
活
用
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
国

６
月
1₈
日
に
大
阪
北
部
地

震
が
発
生
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
、
ま
た
、
家
具
の
転

倒
等
に
よ
り
４
名
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。

質
　
問

①
本
市
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調

査
結
果
、
ま
た
、
危
険
箇
所

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

②
家
具
等
の
転
倒
防
止
の
た

め
の
補
助
事
業
の
啓
発
、
周

知
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
ま
ず
は
職
員
の
調
査
に
よ

り
、
塀
の
高
さ
、
厚
さ
、
控

え
壁
の
有
無
、
傾
き
や
亀
裂

の
確
認
を
行
い
、
危
険
と
思

わ
れ
る
箇
所
を
洗
い
出
し
た

上
で
、
改
め
て
専
門
家
の
調

査
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対

応
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

職
員
に
よ
る
調
査
の
途
中

経
過
で
は
、
一
カ
所
、
根
来

小
学
校
の
県
道
に
面
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
高
さ
が
基
準
を

超
え
て
い
る
と
の
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。
全
て
の
調
査

結
果
が
出
そ
ろ
っ
た
段
階
で
、

専
門
家
の
調
査
を
待
っ
て
、

の
ほ
う
で
も
補
助
金
を
考
え

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

例
え
ば
、
岩
出
市
の
補
助
金

を
増
額
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

撤
去
に
要
す
る
費
用
に
対

す
る
補
助
と
し
て
、
限
度
額

10
万
円
、
設
置
に
係
る
費
用

に
対
す
る
補
助
と
し
て
、
限

度
額
５
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

交
付
状
況
を
年
度
別
に
申

し
上
げ
ま
す
と
、
平
成
21
年

度
、
４
件
₃₄
万
円
、
平
成
2₃

年
度
、
１
件
11
万
７
千
円
、

平
成
2₅
年
度
、
２
件
1₇
万
２

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
の
増
額
の
件
に
つ

い
て
は
、
国
の
動
向
を
見
て

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

紀
泉
台
湧
水
問
題

　
　
　
　
　

の
そ
の
後

質
　
問

昨
年
紀
泉
台
の
湧
水
箇
所

に
集
水
枡
等
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
、
１
年
以
上
経
過
し

ま
し
た
。
今
日
ま
で
の
計
測

調
査
結
果
、
ま
た
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
。

危険な
ブロック塀について

上野　耕志 議員
（岩出クラブ）

根来小学校北側のブロック塀

紀泉台パンダ公園の湧水処理設備

いわで議会だよりいわで議会だより− 5−



目
黒
区
で
は
転
入
し
て
来

た
被
虐
待
児
童
の
情
報
を
、

前
居
住
地
の
児
童
相
談
所
か

ら
引
き
継
い
で
い
た
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
、
５
歳
の
女

の
子
が
虐
待
に
よ
り
死
亡
す

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が

起
き
た
。

質
　
問

①
通
告
を
受
け
た
場
合
の
対

応
は
。

②
他
市
か
ら
転
入
し
て
来
た
、

被
虐
待
が
疑
わ
れ
る
児
童
へ

の
対
応
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
相
談
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
、
₄₈
時
間
以
内
に
子
ど
も

の
安
全
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

②
電
話
で
の
概
要
説
明
や
文

書
で
通
告
を
受
け
、
担
当
課

で
、
初
動
対
応
方
針
を
決
定
。

そ
の
後
、
実
務
者
会
議
で
各

機
関
の
役
割
分
担
を
決
め
、

支
援
の
す
き
間
が
無
い
よ
う

対
応
し
て
い
る
。

質
　
問

保
護
者
が
拒
否
し
、
子
ど

も
に
会
え
な
い
時
の
対
応
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

保
育
所
や
学
校
の
所
属
長

に
状
況
確
認
を
依
頼
し
た
り
、

担
当
職
員
が
直
接
確
認
。

家
庭
以
外
に
所
属
が
無
い

場
合
は
児
童
相
談
所
に
通
告

し
、
対
応
し
て
も
ら
う
。
児

童
相
談
所
の
専
門
的
知
識
や

技
術
が
必
要
な
場
合
は
要
請

し
、
情
報
共
有
を
欠
か
さ
ず
、

対
応
の
遅
れ
が
無
い
よ
う
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

 

発
達
障
害
児
童
へ
の
支
援

質
　
問

①
通
級
指
導
教
室
の
設
置
校

と
利
用
状
況
は
。

②
他
校
へ
通
う
必
要
の
あ
る

児
童
で
、
保
護
者
が
送
迎
で

き
な
い
場
合
の
支
援
は
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
Ｈ
2₉
年
度
の
実
績

︻
中
央
小
学
校
︼

も
ち
の
き
教
室
21
名

︻
根
来
小
学
校
︼

根
来
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

　
　
　
　
　
　

1₈
名

Ｈ
₃0
年
４
月
開
設

︻
山
崎
小
学
校
︼

お
ひ
さ
ま
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

　
　
　
　
　
　

3
名

②
送
迎
支
援
は
行
っ
て
い
な

い
。
自
主
的
に
通
級
し
て
頂

い
て
い
る
。

質
　
問

①
各
小
学
校
に
通
級
指
導
教

室
の
設
置
を
。

②
通
常
学
級
の
先
生
に
も
発

達
障
害
の
研
修
が
必
要
で
は
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
通
級
が
必
要
な
児
童
が
増

え
た
場
合
、
県
教
育
委
員
会

に
設
置
要
望
す
る
が
、
市
と

し
て
は
、
中
学
校
へ
の
設
置

が
優
先
と
考
え
て
い
る
。

②
県
教
育
セ
ン
タ
ー
学
び
の

丘
が
実
施
す
る
特
別
支
援
教

育
の
基
礎
・
基
本
研
修
を
、

２
年
か
け
て
全
教
員
に
実
施

し
た
。

 

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

質
　
問

２
０
２
５
年
、
高
齢
者
の

５
人
に
１
人
が
認
知
症
と
そ

の
予
備
軍
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
市
の
取
り
組
み
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

認
知
症
の
方
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

認
知
症
予
防
教
室
や
認
知
症

家
族
の
交
流
会
開
催
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
・

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
実

施
。
徘
徊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

虐待から小さな命
守る対策を 奥田 富代子 議員

（公明党議員団）

山崎小学校おひさまサポートルーム（Ｈ30年4月開設）
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「
子
ど
も
議
会
」
開
催
を

ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
と
し
て
生

き
る
権
利
、
育
つ
権
利
、
守

ら
れ
る
権
利
、
参
加
す
る
権

利
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
権
利

で
あ
り
、
子
ど
も
議
会
開
催

が
、
こ
れ
ら
の
権
利
を
保
障

す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

児
童
の
権
利
条
約
の
観
点
か

ら
、
か
け
離
れ
て
い
る
。

開
催
自
治
体
で
は
、
勉
強

の
場
と
し
て
行
っ
て
お
り
、

勉
強
の
場
と
し
て
捉
ま
え
る

な
ら
ば
、
少
人
数
で
行
う
子

ど
も
議
会
よ
り
も
、
学
校
教

育
の
場
に
お
い
て
こ
そ
実
現

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

り
ま
す
。
段
差
解
消
を
。

③
川
尻
市
営
住
宅
北

市
営
住
宅
北
側
の
、
山
田

川
沿
い
に
お
け
る
安
全
柵
破

損
部
分
の
早
急
修
理
を
。

④
交
通
公
園
東
側
歩
道

狭
隘
部
分
傾
斜
面
に
よ
る

転
倒
防
止
面
で
の
改
善
を
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

①
桜
台
地
域
幹
線
道
路
は
、

見
通
し
も
よ
く
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
が
必
要
な
い
交
差
点
が
多

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

開
催
の
意
志
が
な
い
が
・・・

質
　
問

小
・
中
学
生
が
、
議
会
制

民
主
主
義
を
体
験
的
に
理
解

し
、
政
治
へ
の
関
心
を
深
め
、

岩
出
市
の
将
来
に
つ
い
て
考

え
、
議
会
で
質
問
や
提
案
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
に

社
会
参
加
へ
の
態
度
や
意
欲

を
や
し
な
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
り
、
多
く
の
自
治

体
が
同
様
の
趣
旨
の
も
と
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
保
護
者
を
は
じ

め
市
民
の
み
な
さ
ん
に
児
童

の
議
場
で
の
活
動
を
傍
聴
し

て
も
ら
う
こ
と
を
通
じ
て
、

市
議
会
や
行
政
の
取
り
組
み

を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
の
中
に
含
め

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
回
の
答
弁
で
も
岩
出
市

で
の
投
票
率
が
低
い
こ
と
や

市
の
行
政
に
関
心
を
も
っ
て

も
ら
う
観
点
か
ら
は
大
切
な

こ
と
だ
と
、
開
催
の
必
要
性

を
認
め
て
い
ま
す
。
実
行
に

移
せ
な
い
の
は
ど
う
い
う
理

由
で
開
催
さ
れ
な
い
の
か
。

答
　
弁
　
市
　
長

政
府
が
児
童
の
権
利
に
関

す
る
条
約
を
批
准
し
た
こ
と

で
、
全
国
の
地
方
議
会
で
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

質
　
問

①
桜
台
地
域
の
改
善

本
線
道
路
へ
の
交
差
部
の

植
樹
帯
の
見
通
し
改
善
を
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
面
で

も
、
同
様
の
危
険
性
の
地
点

で
未
設
置
の
場
所
が
あ
り
ま

す
。
抜
本
的
な
改
善
を
。

②
総
合
体
育
館
東
側
歩
道

県
道
泉
佐
野
岩
出
線
。
総

合
体
育
館
東
側
地
点
の
歩
道

部
分
に
段
差
場
所
が
多
数
あ

交
通
安
全
対
策
の
改
善
を

増田 浩二 議員
（日本共産党議員団）

い
と
認
識
し
て
い
る
。
設
置

要
望
が
あ
り
、
危
険
と
判
断

し
た
場
合
は
設
置
し
て
い
ま

す
。
樹
木
の
伐
採
は
、
地
元

自
治
会
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば

伐
採
し
ま
す
。

②
総
合
体
育
館
東
側
部
分
は
、

隣
接
者
の
了
承
を
得
て
改
善

を
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

③
防
護
柵
は
、
事
故
で
破
損

し
た
も
の
で
当
事
者
に
修
繕

す
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

④
交
通
公
園
地
点
は
、
現
状

が
精
一
杯
の
状
況
で
、
隣
接

住
宅
や
店
舗
の
状
況
に
変
更

が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

いわで議会だよりいわで議会だより− 7−



虫
歯
急
増
の
陰
に経済

格
差

ま
た
、
事
業
を
安
定
的
に

運
営
し
て
い
く
こ
と
な
ど
勘

案
し
、
現
行
ど
お
り
の
制
度

で
推
進
し
て
い
く
。

生
涯
を
通
じ
た
歯
と
口
腔

の
健
康
、
さ
ら
に
は
全
身
の

健
康
保
持
・
増
進
を
は
か
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
小
児
期

の
歯
科
医
療
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

し
か
し
、
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
が
調
査
し
た
結
果
、

全
国
の
小
学
校
で
要
歯
科
受

診
と
診
断
さ
れ
た
子
ど
も
の

う
ち
、
歯
科
未
受
診
は
₅2．1
％
。

中
学
校
で
は
、
歯
科
未
受
診

₆₆．₆
％
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

質
　
問

①
岩
出
市
で
の
未
受
診
の
実

態
は
ど
う
か
。

②
受
診
を
し
な
い
理
由
・
原

因
は
何
か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
小
学
校
、
未
受
診
５９．４
％

中
学
校
、
未
受
診
₆₉
％

質
　
問

受
診
し
な
い
理
由
に
、
保

護
者
の
関
心
の
低
さ
と
と
も

に
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

受
診
で
き
な
い
。
と
い
う
現

状
が
あ
る
と
、
専
門
家
も
指

摘
し
て
い
る
。

市
は
、
子
ど
も
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

と
、
医
療
費
１
割
自
己
負
担

を
強
い
て
い
ま
す
。
逆
に
こ

の
制
度
に
よ
っ
て
、
受
診
を

控
え
る
、
受
診
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
こ
う
い
っ
た

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
望
む
上
で
も
、

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化

は
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
市
　
長

子
ど
も
を
取
り
巻
く
方
々

に
、
健
康
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

②
本
人
、
痛
み
等
の
自
覚
症

状
が
な
い
。

乳
歯
は
、
生
え
変
わ
る
も

の
と
い
う
認
識
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

保
護
者
の
就
業
状
況
も
あ

り
、
受
診
さ
せ
る
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

市來　利恵 議員
（日本共産党議員団）

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
か
ら

み
る
岩
出
市
の
実
態
。

質
　
問
　

①
本
市
の
死
因
に
つ
い
て
。

②
食
塩
の
取
り
す
ぎ
は
、
高

血
圧
の
原
因
だ
け
で
な
く
、

脳
卒
中
・
心
臓
病
や
腎
臓
病

な
ど
生
活
習
慣
病
に
繋
が
り

ま
す
。

広
島
県
呉
市
で
は
、「
始

め
よ
う
！
減
塩
生
活
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
食
塩
摂

取
１
日
８
グ
ラ
ム
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
意
識
向

上
を
進
め
る
た
め
、
特
定
健

診
に
付
加
し
た
減
塩
摂
取
量

検
査
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
る
こ
と
で
、
日
頃

か
ら
塩
分
に
気
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
市
で
も
導

入
出
来
な
い
か
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
悪
性
新
生
物
、
心
疾
患
、

老
衰
、
脳
血
管
疾
患
、
肺
炎

の
順
に
割
合
が
高
く
、
和
歌

山
県
全
体
と
お
お
む
ね
同
じ

傾
向
。

②
検
討
し
て
い
く
余
地
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
実
現
へ

いわで議会だより − 8−いわで議会だより



岩出駅前通りの
活性化を

岩
出
駅
前
通
り
の
活
性
化 

は
、
今
後
ど
う
か
。

質
　
問

・
２
年
計
画
で
、
ＪＲ
岩
出
駅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
伴

う
大
規
模
改
修
が
さ
れ
る
。

岩
出
駅
も
一
新
さ
れ
、
岩

出
市
の
玄
関
口
で
も
あ
る

岩
出
駅
前
通
り
の
活
性
化

や
観
光
事
業
の
推
進
は
、

今
後
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

地
域
商
工
の
活
性
に
努
め 

る
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

岩
出
駅
の
改
修
は
、
駅
前

通
り
の
活
性
化
を
考
え
る
に

は
、
良
い
機
会
で
あ
り
、
商

工
業
、
観
光
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、
多
様
な
観
点
か
ら
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
行
政
だ

け
で
な
く
、
地
域
住
民
や
、

関
係
者
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
く
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

直
近
の
情
報
と
し
て
、
岩

出
駅
近
く
に
医
院
が
建
設
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
岩
出
駅
の
改
修
は
市
民

の
み
な
ら
ず
、
観
光
利
用
者

に
と
っ
て
も
、
市
の
玄
関
口

と
し
て
、
利
便
向
上
が
期
待

で
き
る
。
駅
前
の
大
型
観
光

案
内
看
板
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
、
待
合
室
の
現
在
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
架
を
更
に
ＪＲ 

西

日
本
と
協
議
の
上
、
配
置
内

容
、
掲
示
方
法
な
ど
、
観
光

客
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
。

質
　
問

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
業
務
は
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
体
制
は
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
受
け
た
相
談
件
数
と
内

容
、
そ
の
他
事
業
実
績
は
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
取
り
組
み
と
、

周
知
方
法
は
。

今
後
も
支
援
を
必
要
と
す
る

方
に
広
く
周
知
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

・
高
齢
者
や
、
そ
の
家
族
か

ら
の
相
談
に
総
合
的
に
対

応
す
る
機
関
で
あ
り
、
介

護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
、 

介
護
予
防
事
業
の
実
施
、

認
知
症
の
方
や
家
族
へ
の

支
援
、
虐
待
防
止
等
の
権

利
擁
護
等
で
す
。

・
現
在
の
職
員
は
保
健
師
２

名
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

５
名
、
事
務
職
１
名
で
す
。

・
平
成
2₉
年
度
の
相
談
件
数

は
延
べ
９７５
件
で
、
相
談
内

容
で
一
番
多
か
っ
た
の
は

介
護
に
関
す
る
こ
と
。
次

に
認
知
症
に
関
す
る
こ
と
。

続
い
て
、
施
設
入
所
に
関

す
る
こ
と
。

　

そ
の
他
の
実
績
と
し
て
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
７
回
等
様
々
な
講

座
を
実
施
し
、
認
知
症
家

族
の
交
流
会
や
介
護
予
防

事
業
と
し
て
も
様
々
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
の
活
動
の
支
援
や
、
国

が
推
進
し
て
い
る
自
立
支

援
型
地
域
ケ
ア
個
別
会
議

の
実
施
に
力
を
入
れ
、
広

報
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で

広
く
市
民
の
方
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

田畑　昭二 議員
（公明党議員団）
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策

は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
全
て
の
施
設
と
道
路
に
面

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
含
め
て
、

調
査
の
対
象
と
し
て
い
る
。

②
ま
ず
職
員
に
よ
り
、
塀
の

高
さ
、
厚
さ
、
控
え
壁
の
有

無
、
傾
き
や
亀
裂
等
の
調
査

を
行
い
、
危
険
と
思
わ
れ
る

箇
所
を
洗
い
出
し
た
上
で
、

対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

③
全
て
の
調
査
結
果
が
出
そ

ろ
っ
た
段
階
で
、
専
門
家
の

調
査
を
待
ち
、
改
修
や
撤
去

が
必
要
な
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ

対
応
し
て
い
く
。

答
　
弁
　
市
　
長

　

個
人
の
自
覚
と
尊
厳
を
不

当
に
侵
害
す
る
だ
け
で
な
く
、

職
場
の
周
り
の
人
々
や
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
重
大
な

問
題
で
あ
る
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
組
織
目
標
の

共
有
化
を
図
り
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
、
意
欲
的
に
仕

事
に
取
り
組
め
る
職
場
環
境

を
作
り
出
す
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
考
え
る
。

質
　
問

　

那
賀
病
院
の
長
時
間
労
働

に
つ
い
て
、
改
善
す
る
意
思

が
あ
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
。

①
₃₆
協
定
違
反
の
超
過
勤
務

・
・
・
そ
の
後
の
経
過
は
ど

う
か
。

②
橋
本
労
働
基
準
監
督
署
か

ら
の
立
入
指
導
勧
告
は
ど
う

か
。

③
違
反
状
態
を
な
く
す
た
め

の
改
善
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
３
月
議
会
で
労
働
実
態
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
病
院
に

伝
え
、
病
院
か
ら
も
問
題
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

②
５
月
９
日
に
監
督
署
か
ら

是
正
勧
告
書
及
び
指
導
票
の

通
知
が
あ
り
、
６
月
１
日
に

改
善
報
告
書
を
那
賀
病
院
が

提
出
し
た
。

③
今
後
は
、
橋
本
労
働
基
準

監
督
署
か
ら
の
是
正
勧
告
書

に
従
い
、
的
確
に
改
善
さ
れ

て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

尾和　弘一 議員

　

カ
ワ
ウ
駆
除
で
２
名
が
死

亡
・
・
今
後
の
対
策
・
補
償

は
ど
う
か
。

質
　
問

　

今
回
の
事
故
に
関
し
て
、

経
過
と
対
策
、
市
の
要
請
で

実
施
し
た
の
か
。
責
任
と
賠

償
問
題
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

　

岩
出
橋
付
近
で
捕
獲
作
業

を
実
施
し
、
カ
ワ
ウ
回
収
中

に
事
故
が
発
生
し
た
。
市
か

ら
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

市
の
法
令
上
責
任
は
な
い
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

　

補
償
保
険
か
ら
死
亡
２００
万

円
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
。

－
1
0
－

根来小学校の北側ブロック塀

紀の川、船戸での捜索

那賀病院に
是正勧告あり

質
　
問

　

職
場
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
の
基
本
認
識
と
対
策
を

求
め
る
。

質
　
問

　

大
阪
北
部
地
震
に
よ
り
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
９
歳

の
児
童
が
死
亡
し
た
。

①
対
策
は
ど
う
か
。

②
市
内
学
校
周
辺
、
通
学
路

を
は
じ
め
、
全
て
の
点
検
を

し
て
い
る
の
か
。

③
具
体
的
な
計
画
は
ど
う
か
。
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使　　途 H26 H27 H28 H29

（町施策）
件数 67 121 526 479 

金額 1,941 2,482 9,215 10,974 

（団体支援）
ピースウインズジャパン

件数 3,770 14,752 19,892 20,702 

金額 76,092 373,870 511,278 545,425 

（団体支援）
他の団体（NPO、自治会）

件数 22 88 776 324 

金額 590 8,534 9,680 12,628 

合　計
件数 3,859 14,961 21,218 21,506 

金額 78,623 384,886 531,444 569,038 

●年度別寄付金推移表 （単位：千円）

答
　
弁
　
事
業
部
長

　

岩
出
橋
付
近
で
捕
獲
作
業

を
実
施
し
、
カ
ワ
ウ
回
収
中

に
事
故
が
発
生
し
た
。
市
か

ら
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

市
の
法
令
上
責
任
は
な
い
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

　

補
償
保
険
か
ら
死
亡
２００
万

円
の
支
給
と
な
っ
て
い
る
。

－
1
0
－

ち
づ
く
り
事
業

④
町
内
唯
一
の
高
校
の
魅
力

化
事
業

⑤
神
石
高
原
地
域
創
造
チ
ャ

レ
ン
ジ
基
金
に
関
す
る
事
業

⑥
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
す

る
事
業

⑦
町
内
自
治
振
興
会
の
支
援

⑧
町
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
支
援

⑨
町
内
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

の
支
援

　

団
体
支
援
の
場
合
、
寄
付

金
額
の
₉₅
％
を
支
援
団
体
へ

寄
付
。
５
％
は
町
が
行
う
団

体
支
援
、
事
務
経
費
等
に
活

用
。
お
礼
状
や
返
礼
品
は
各

団
体
か
ら
発
送
し
て
い
ま
す
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

田
中　

宏
幸

　

副
委
員
長　

梅
田　

哲
也

　

委
員　
　
　

田
畑　

昭
二

　

委
員　
　
　

福
岡　

進
二

　

委
員　
　
　

松
下　

元

　

委
員　
　
　

上
野　

耕
志

　

委
員　
　
　

増
田　

浩
二

　

委
員　
　
　

尾
和　

弘
一

 

視
察
レ
ポ
ー
ト

　

５
月
1₆
日

〇
広
島
県
神
石
高
原
町

　

５
月
1₇
日

〇
岡
山
県
倉
敷
市

神
石
高
原
町
ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
に
つ
い
て

　

こ
の
町
で
は
、「
協
働
」

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

他
の
団
体
支
援
を
積
極
的
に

行
え
る
よ
う
寄
付
金
の
使
途

に
団
体
支
援
と
し
て
「
町
内

の
自
治
振
興
会
」「
町
内
に

事
務
所
を
置
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」

を
指
定
で
き
る
よ
う
条
例
改

正
を
行
い
、
寄
付
金
は
９
つ

の
応
援
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
べ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

①
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成

②
子
育
て
・
若
者
定
住
支
援

③
誰
も
が
尊
敬
し
合
え
る
ま

 

所　

感

　

神
石
高
原
町
は
、
動
物
愛

護
に
力
を
い
れ
、
犬
の
殺
処

分
ゼ
ロ
を
目
的
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
・

ジ
ャ
パ
ン
」
と
協
働
し
、
応

援
寄
付
金
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

全
国
的
に
、
返
礼
品
の
豪
華

さ
等
が
過
度
に
な
り
す
ぎ
て

本
来
の
制
度
の
趣
旨
が
薄
れ

て
き
て
い
る
と
の
批
判
が
あ

り
ま
す
が
、
神
石
高
原
町
で

の
取
り
組
み
は
、
そ
の
殺
処

分
ゼ
ロ
と
い
う
方
針
に
応
援

す
る
と
い
う
、
本
来
の
趣
旨

に
お
い
て
、
成
功
し
て
い
る

素
晴
ら
し
い
事
例
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

 

倉
敷
市
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

に
つ
い
て

　

白
壁
の
建
物
や
柳
並
木
が

美
し
い
美
観
地
区
を
は
じ
め

国
産
の
ジ
ー
ン
ズ
発
祥
の
地
、

工
業
地
帯
が
美
し
い
水
島
等
、

質
の
高
い
観
光
資
源
が
豊
富

な
町
で
す
。

　

新
た
に
観
光
振
興
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
、
観
光
振
興

に
向
け
て
、
５
つ
の
戦
略
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

①
魅
力
を
高
め
る
観
光
資
源

の
創
出

　

観
光
地
を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
る
に
は
、
観
光
客
を
リ

ピ
ー
タ
ー
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
、
何
度
訪
れ
て
も

楽
し
め
る
観
光
地
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

②
都
市
間
連
携
の
推
進

　

県
内
を
は
じ
め
、
関
西
や

中
四
国
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
よ

く
、
広
域
に
ま
た
が
る
観
光

地
を
周
遊
す
る
こ
と
で
遠
距

離
か
ら
の
誘
客
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
推
進
。

③
誘
致
活
動
の
強
化

　

国
内
外
か
ら
選
ば
れ
た
観

光
地
に
な
る
に
は
、
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
や
動
向
等
を
捉
え

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が

必
要
。

④
受
入
環
境
の
充
実

　

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で

の
整
備
。

⑤
情
報
発
信
の
充
実

 

所　

感

　

倉
敷
の
美
し
い
街
並
み
、

豊
富
な
観
光
資
源
。
そ
の
魅

力
を
、
国
内
外
に
向
け
て
発

信
し
続
け
て
い
く
重
要
さ
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、

何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
よ
う

な
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
市

民
、
行
政
、
各
種
団
体
の
意

識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

NPO 法人事務所
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減
塩
意
識
の
高
い
街
『
呉
』

呉
市
の
「
糖
尿
病
性
腎
症

等
重
症
化
予
防
事
業
／
は
じ

め
よ
う
！
減
塩
生
活
」
は
、

厚
労
省
主
催
の
、
健
康
寿
命

を
の
ば
そ
う
ア
ワ
ー
ド
に
お

い
て
、
自
治
体
部
門
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
取
り
組
み
で
す
。

 
チ
ラ
シ
は
効
果
な
し
・
・

 
新
た
な
ア
イ
デ
ア
と
は
！

　

全
戸
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ

は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、

周
知
効
果
は
、
ほ
ぼ
な
し
。

○
い
ろ
ん
な
所
に
ポ
ス
タ
ー

○
減
塩
レ
シ
ピ
集
で
具
体
化

○
レ
シ
ピ
を
シ
リ
ー
ズ
化

 

食
塩
摂
取
量
の
見
え
る
化

 

体
験
型
で
摂
取
量
ダ
ウ
ン

○
特
定
健
診
に
随
時
尿
か
ら

１
日
の
食
塩
摂
取
量
推
定

検
査
を
市
独
自
に
追
加
し

摂
取
量
を
「
見
え
る
化
」

○
体
験
教
室
で
、
味
覚
体
験

に
よ
る
減
塩
意
識
付
け

 

学
生
の
意
識
を
刺
激
！

 

即
席
麺
の
塩
分
印
象
付
け

○
即
席
麺
と
同
濃
度
の
塩
水

を
試
飲
し
、
旨
み
成
分
が

な
い
と
塩
辛
く
て
、
と
て

も
飲
め
な
い
と
衝
撃
！

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

三
栖
慎
太
郎

　

副
委
員
長　

福
山　

晴
美

　

委
員　
　
　

吉
本　

勧
曜

　

委
員　
　
　

井
神　

慶
久

　

委
員　
　
　

山
本　

重
信

　

委
員　
　
　

玉
田　

隆
紀

　

委
員　
　
　

奥
田
富
代
子

　

委
員　
　
　

市
來　

利
恵

 

視
察
レ
ポ
ー
ト

５
月
９
日
、
広
島
県
呉
市

で
「
糖
尿
病
性
腎
症
等
重
症

化
予
防
事
業
／
は
じ
め
よ
う

減
塩
生
活
」、
10
日
に
竹
原

市
で
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の

先
進
事
例
を
視
察
し
ま
し
た
。

－
1
2
－

 

減
塩
食
育
で
、
子
ど
も
→

 

→
保
護
者
へ
の
ル
ー
ト
を

○
小
中
学
生
保
護
者
世
代
の

減
塩
に
対
す
る
意
識
不
足

○
教
育
現
場
の
声
を
反
映
し

た
、
適
塩
給
食
を
実
現

○
児
童
は
毎
日
の
給
食
が
、

適
切
塩
分
量
の
味
覚
体
験

 
筆
者
所
感

　

ポ
イ
ン
ト
は
、

①
低
め
の
目
標
及
び
数
値
化

②
年
代
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定

③
徹
底
し
た
本
気
の
広
報

④
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

　

行
動
力
と
企
画
力

前
例
を
打
破
す
る
ア
イ
デ
ア
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
行
動
力
は
、

先
進
地
に
共
通
す
る
強
み
。

是
非
見
習
い
た
い
で
す
。

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
教
育
改
革『
竹
原
』

　

竹
原
市
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
で
、
児
童
生
徒
の

学
力
向
上
と
、
教
員
の

授
業
力
の
向
上
を
目
指

す
、
教
育
改
革
先
進
市

で
す
。

　

平
成
21
年
度
文
科
省

事
業
参
画
を
契
機
に
、

本
格
的
な
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
弱
点
を
学
校
・

教
員
の
意
欲
的
な
提
案
で

少
し
ず
つ
克
服

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
と
聞

く
と
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
十
指

打
ち
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

想
像
し
が
ち
で
す
が
、
竹
原

市
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ

タ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

便
利
な
道
具
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

 

模
造
紙
の
か
わ
り
に 

　

模
造
紙
の
グ
ル
ー
プ
発
表

は
、
書
き
手
の
意
見
に
偏
り

が
ち
で
す
が
、
個
々
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
作
っ
た
資
料
を
、

電
子
黒
板
上
に
集
め
る
だ
け

な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が

き
ち
ん
と
反
映
さ
れ
ま
す
。

 

問
題
点
を
目
で
確
認 

　

逆
あ
が
り
が
で
き
な
い
子

に
、
コ
ツ
を
教
え
る
の
は
、

本
当
に
難
し
い
で
す
よ
ね
。

　

で
も
、
で
き
る
子
の
動
画

と
、
で
き
な
い
子
の
動
画
を

並
べ
て
見
せ
れ
ば
、
違
い
が

一
目
瞭
然
。

 

弱
点
を
耳
で
確
認 

　

音
読
を
録
音
し
て
、
後
で

聞
き
直
す
、
客
観
的
な
自
己

評
価
は
、
伸
び
る
原
動
力
。

 

筆
者
所
感

　

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
現
場
の

補
完
ツ
ー
ル
と
し
て
、
活
用

す
る
な
ら
、
今
す
ぐ
導
入
す

べ
き
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

※ ICT とは Information and Communication Technology
　「情報通信技術」の略で、IT にかわる言葉として定着

減塩レシピ集 医療機関などに掲示したポスター
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委
員
長　
　

三
栖
慎
太
郎

　

副
委
員
長　

福
山　

晴
美

　

委
員　
　
　

吉
本　

勧
曜

　

委
員　
　
　

井
神　

慶
久

　

委
員　
　
　

山
本　

重
信

　

委
員　
　
　

玉
田　

隆
紀

　

委
員　
　
　

奥
田
富
代
子

　

委
員　
　
　

市
來　

利
恵

５
月
９
日
、
広
島
県
呉
市

で
「
糖
尿
病
性
腎
症
等
重
症

化
予
防
事
業
／
は
じ
め
よ
う

減
塩
生
活
」、
10
日
に
竹
原

市
で
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の

先
進
事
例
を
視
察
し
ま
し
た
。

－
1
2
－

1. 受付期日
12 月号……　 9 月 20 日まで
3 月号……　12 月 20 日まで
6 月号……　 3 月 20 日まで
9 月号……　 6 月 20 日まで

＊但し、期日が土曜日、日曜日、祝日の場合は、翌開
庁日です。

2. 募集内容
　岩出市内の「四季の風景」「催し物・イベント」「街並み」
等岩出市の魅力をアピールできるような写真、イラス
ト等の作品

3. 応募条件
①岩出市内で応募者自身が撮影または描いた未発表の

オリジナル作品です。
②作品は、カラー（Ａ４縦）とします。
③人物が特定できる場合は、ご本人の了承を得てくだ

さい。
④提出された作品の著作権は、岩出市議会に帰属され

るものとします。
（著作権法第 27 条及び第 28 条の権利を含む。）
⑤提出された作品は、返還いたしません。
⑥応募者は、市内在住者又は市内に勤務・通学されて

いる方に限ります。
⑦採用された方には、掲載が決定後、連絡を行います。

4. 選　　考
　岩出市議会広報常任委員会が選考します。

5. 紙面への掲載
①紙面へは、カラーで、氏名、学校名及び撮影場所等

を掲載します。
②岩出市議会広報常任委員会で作品のトリミング等を

行う場合がありますので、ご了承願います。
6. 応募方法

　撮影者、製作者の住所・氏名・電話番号・作品名・
撮影場所・撮影年月日等をご記入の上、次の宛先まで
ご応募ください。
　なお、応募に係る費用は、応募者の負担でお願いします。

7. 応 募 先
（郵送の場合）
〒 649-6292　岩出市西野 209 番地　
岩出市議会広報常任委員会　宛

（メールの場合）
Ｅ mail : gikai@city.iwade.lg.jp

8. その他
採用された方には、粗品を進呈します。

9. 問い合わせ先
岩出市議会事務局　
電　話 : 0736-61-6947（直通）
ＦＡＸ : 0736-61-6946

「いわで議会だより」の

表紙写真、
イラスト等を

たくさんのご応募を
心からお待ちしております。
詳細は、次のとおりです。

岩出市議会では、年 4回（3月、6月、9月、12月）
発行している「いわで議会だより」の表紙（A4縦）に、
皆様から応募いただいた写真、イラストを掲載します。

募集は
 この部分です

募　集　要　領

募集

いわで議会だよりいわで議会だより− 13 −
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市
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編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
６
４
９
ー
６
２
９
２ 

和
歌
山
県
岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
７
３
６
ー
６
１
ー
６
９
４
７　

E
m

ail

：gikai@
city.iw

ade.lg.jp

い
わ
で
議
会
だ
よ
り
49
号

2018
9.1

小中学生から
岩出への想い

特集

（委 員 長）　山本　重信　（副委員長）　市來　利恵
（委　　員）　福山　晴美　福岡　進二　田中　宏幸　三栖慎太郎　奥田富代子　尾和　弘一

議 会 広 報 常 任 委 員 会

●第3回定例会（9月議会）日程

8月31日（金）行政報告･議案説明

9月 6日（木） 質疑・委員会付託

14日（金） 討論・採決

19日（水） 一般質問

20日（木） 一般質問

岩出市議会ウェブサイト
http://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどのバーコード
リーダーで読み取ると、  議会ウェブサイトに
アクセスできます。

いわで議会だより平成 30 年 6 月号（2018 年 48 号）

11 ページの問合せ先電話番号に誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。

正：電話番号 0736－61－6947

QRコード

山
崎
北
小
学
校
　
六
年  

石
倉 

日
菜 

さ
ん

「
岩
出
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」
を
尋
ね
ら
れ
た

ら
、「
春
に
は
根
来
寺
の
桜
が
辺
り
一
面
ピ
ン

ク
色
に
そ
ま
り
ま
す
。
夏
の
前
に
は
、
田
ん

ぼ
か
ら
一
斉
に
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
で
、
と
て
も
楽
し
い
気
分
に
な

り
ま
す
。
秋
に
は
、
リ
ー
コ
ロ
コ
ロ
と
た
く
さ
ん
の
虫
の
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
冬
は
空
を
見
上
げ
る
と
、
星
が
と
て
も
き
れ
い

に
光
っ
て
い
ま
す
。
私
は
四
季
を
感
じ
る
自
然
豊
か
な
岩
出
が
大

好
き
で
す
。」
と
胸
を
張
っ
て
答
え
ま
す
。

根
来
小
学
校
　
六
年  
土
岐 

陸
翔 

さ
ん

「
僕
達
の
住
む
岩
出
市
」 

岩
出
市
は
、
根
来
山
や
紀
の
川
な
ど
自
然
が

多
く
、
道
が
広
く
良
く
な
り
、
建
物
も
増
え

て
い
ま
す
。
僕
は
そ
ん
な
岩
出
市
が
好
き
で
す
。
岩
出
市
に
は
小

学
校
が
六
校
あ
る
の
で
、
他
校
と
も
交
流
で
き
る
行
事
が
増
え
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
い
さ
つ
を
増
や
し
て
、
地

域
の
人
達
と
ふ
れ
あ
う
交
流
を
深
め
て
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

安
全
で
楽
し
い
岩
出
市
に
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

★第３回定例会（９月）の本会議開催予定日は、次のとおりです。ぜひ、傍聴にお越しください。

いわで議会だより − 14 −


